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2023年10月1日現在

☎　03－5978－（下記☎参照）

主 な 授 業 科 目

Name

太田　裕治 生活医用福祉工学

OHTA Yuji

 ☎(5739) e-mail: ohta.yuji@ocha.ac.jp

大瀧　雅寛 環境工学特論

OTAKI Masahiro

 ☎(5748) e-mail: otaki.masahiro@ocha.ac.jp

元岡　展久 建築意匠特論

MOTOOKA Nobuhisa

☎(5585) e-mail: motooka.nobuhisa@ocha.ac.jp

長澤　夏子 建築環境計画特論

NAGASAWA Natsuko

 ☎(5743) e-mail: nagasawa.natsuko@ocha.ac.jp

近藤　恵 人体計測学特論

KONDO Megumi

☎(2551) e-mail: kondo.megumi@ocha.ac.jp

河合　英徳 居住空間環境学特論

KAWAI Hidenori

☎(5917) e-mail: kawai.hidenori@ocha.ac.jp

トリペッテ ジュリアン 健康・運動科学

TRIPETTE Julien

 e-mail: tripette.julien@ocha.ac.jp

藤山　真美子 都市デザイン特論

FUJIYAMA Mamiko

 ☎(5477) e-mail: fujiyama.mamiko@ocha.ac.jp

秋元　文

AKIMOTO Aya

 e-mail: akimoto.aya@ocha.ac.jp

土田　修平 システムデザイン特論

TSUCHIDA Shuhei

 ☎(5242) e-mail: tsuchida.shuhei@ocha.ac.jp

雨宮　敏子 衣環境学特論

AMEMIYA Toshiko

** ☎(2036) e-mail: amemiya.toshiko@ocha.ac.jp

助教
： 【衣服科学、生活機能材料】

Assistant
Professor

准教授
：

講師
： 【情報工学、ﾋｭｰﾏﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ、計算機工学】

Lecturer

准教授
： 【】

Associate
Professor

准教授
：

【建築環境工学】建築の内外に形成される微気象（主に熱環境，風環境）を数値解析や観測により明らかにしながら，頻発す
る極端気象や気候変動に適応した生活空間の環境設計手法やその評価技術に関する研究を行う。Associate

Professor

【都市・建築デザイン学】都市・建築空間を構成する自然、技術、生活等の重層的構造について検証を行うとともに、次世代
社会における都市・建築デザインの可能性について工学的理論と芸術的感性の総合的視点から研究を行う。Associate

Professor

教授
：

【建築人間工学】都市や建物の利用者および環境にやさしい建築をつくるために、人間の生活、行動や身体とそれをとりまく
環境について工学的なアプローチで、建築空間の設計の根拠を提示する研究をおこなう。

Professor

教授
：

【自然人類学】ヒトの生物としての特徴を理解するため、現生の生体人類だけでなく、化石人類も研究対象とする。ヒトの身
体に対する理解をより深め、それを踏まえて生活における身体に関わる諸問題について研究する。

Professor

教授
：

【環境工学】安全で快適な生活環境を確保するために、環境因子（主に水環境）が人間に与える様々な影響を評価する手法、
及びそれらを管理制御する技術について工学的に検討、研究を行う。

Professor

教授
：

【建築意匠論】建築は何を表現するのか？様々な建築の実例を通じて、建築形態を分析し、設計の意図ならびに方法を研究す
る。

Professor

研 究 テ ー マ ま た は 研 究 分 野

教授
：

【人間工学】我々の生活と直接関連する生活支援機器、高齢者支援機器、人工臓器等の医用福祉機器の開発に関する工学的基
礎研究を行う。生体システムを深く解析すると同時にシンセシス（設計）と技術評価に重点をおきつつ研究を進めている。

Professor

人間文化創成科学研究科（博士前期課程）担当教員一覧

＊印の教員は、2025年3月31日付けで定年退職予定または、2024年度研究指導は行わない者。
**印の教員は、主任指導教員として志望できない者。
2024年3月31日付けで定年退職予定の教員は記載されていない。

＜記載事項＞

(所属専攻）

准教授
：

【健康・運動科学】非感染性疾患を防ぎ健康寿命を延ばすことで生活の質を向上させることを目的とし、ウェアラブルセン
サーなどを使用して、行動の認識または身体活動量の評価方法等の新しい手法について研究を行う。Associate

Professor

Position

担 当 教 員 研 究 テ ー マ ま た は 研 究 分 野

（博士前期課程における主な授業科目） （研究テーマ、研究分野）

☎　03－5978－（連絡先番号） （連絡先メールアドレス）

生活工学共同専攻

担 当 教 員


